
平成３０年度第１回千歳市公営企業経営審議会 

【現地視察】 

・日時：平成３０年８月３日（金）１３:００～１６:４０（予定） 
・場所：内別川源頭部、蘭越浄水場、浄化センター、スラッジセンター 

 

時 間 場 所 等 内   容 

13:00～13:15 水道局１階会議室 日程等説明 

13:15 水道局庁舎出発  

13:15～13:45 移動 局庁舎→内別川源頭部 

13:45～14:05 内別川源頭部 視察(２０分) 

14:05～14:20 移動 内別川源頭部→蘭越浄水場 

14:20～14:50 蘭越浄水場 視察(３０分) 

14:50～15:10 移動 蘭越浄水場→浄化センター 

15:10～15:40 浄化センター 視察(３０分) 

15:40～16:00 移動 浄化センター→スラッジセンター 

16:00～16:20 スラッジセンター 視察(２０分) 

16:20～16:40 移動 スラッジセンター→局庁舎 

16:40 水道局庁舎到着 解散 
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２．内別川 

 千歳の主な水源である内別川は、石狩川水系千歳川の支流で長さ２．５㎞ほど

の湧水が集まった小さな河川です。河川源頭部には日量約１万３千㎥の湧出口が

あり、そこから千歳川の合流点まで６０数箇所の湧水が集まり日量約６万㎥の流

れとなっています。 

 源頭部の「ナイベツ川湧水」は昭和６０年に環境庁（現在の環境省）による全

国の「名水百選」に認定されており、「名水ふれあい公園」は、この名水百選に

選ばれたことを記念して、平成元年に造成したものです。 

なお、内別川、漁川、千歳川を水源とする千歳市の水道水は、いずれも、昭和

５９年に厚生省（現在の厚生労働省）が設立した「おいしい水研究会」で示した、

水道水の「おいしい水の水質要件」を満たしています。 

 

 

                      

 

 

 

 

 

 

         内別川           名水ふれあい公園 

         

※「名水百選」とは 

環境庁（現在の環境省）が身近で清澄な水であって、古くから地域住民の生活

にとけ込み、住民自身の手によって保全活動がなされてきたものを再発見すると

ともに、 これを広く国民に紹介することを目的として、昭和６０年に全国１００

箇所の水を選定したものであります。北海道では３箇所が選ばれ、「ナイベツ川

湧水」のほか、京極町の「羊蹄のふきだし湧水」、東利尻町（現：利尻富士町）

の「甘露泉水」となっています。 

 

 



 

３．蘭

（１）

  

 

（２）

 ・

 ・

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

②着水井

川から流

水には、

木の葉な

いっしょに

きます。 
これらを

いれてと

ころです。

蘭越浄水場

自己水源

水  源

内別川

千歳川

地下水

合 計

 ※配水

浄水施設

取水施設

浄水処理

    

井 
流れてきた

ゴミや魚や

などが水と

にはいって

を網の中に

とりのぞくと

。 

③薬

水の

るため

てか

す｡ 
薬は

ミニウ

ます。

①取水施設 

川の水をせきとめ

管で水を浄水場ま

びます。 

 

 

源 

川 

川 

水 

計 

能力：取水

 

  ：内別

方法：急速

    蘭

薬品混和池 

の中のゴミを取

めに薬を入れ

きまぜる池で

はポリ塩化アル

ウムを使ってい

。 

④

薬

れ

り

ミ

大

る

めて導水

まではこ

取水可能

（㎥/日）

３６，８

３，９

２，０

４２，７

水可能量か

別川溢流堰

速ろ過方式

蘭越浄水場

④フロック形成池

薬品混和池から流

れてきた水をゆっく

りとかきまぜて、ゴ

ミなどをくっつけて

大きなかたまりにす

る池です。 

4 

量 

） 

０６

７４

００

８０

から浄水工

堰、千歳川

式 

場における

流

く

ゴ

て

す

⑤沈殿池 

フロック形成池

ら流れてきた水

傾斜板にそっ

流し、大きくな

たゴミなどを下

しずめる池です

配水能力

（㎥/日）

３２，９

３，５

２，０

３８，５

工程でのロ

川取水口、

浄水工程フ

池か

水を

って

なっ

下に

す｡

⑥ろ過池

特殊な砂の

をとおして目

見えないゴミ

とりのぞく池

す。 

力 

 

５０  

５０  

００  

００  

ロス分を差

深井戸３

フロー 

の中

目に

ミを

池で

⑦浄水池 

ろ過池から流

に薬（塩素）を

ポンプで配水

備  考

差し引いた

３箇所 

流れてきたきれいな

を入れて水を消毒し

水池へくみあげます

考 

た水量 

⑧配水池 

ポンプでくみあげら

をためて、家庭･工

ールなどのほか、火

時などに使う水をお

ころです。 

な水

し、

。 

られた水

工場・プ

火災の

おくると



 

  

5 



6 
 

ⅱ．下水道施設 

 

１．下水道事業の沿革 

 下水道事業の創設は、昭和３５年に都市下水路として計画を策定し、昭和３６

年に着工したのが始まりです。その後、昭和３９年５月には公共下水道事業とし

て市街地の中心部約１３０㏊の事業認可を得て本格的な下水道事業に着手してい

ます。当時の計画内容は、予定処理面積１３０．０２６㏊で、予定処理人口が    

３２，５９０人というものでした。  

その後、工業団地の造成や急速な市街地の形成に伴って、公共用水域の水質保

全やし尿の完全衛生処理が強く望まれ、昭和４６年には終末処理場（現在の浄化

センター）の建設に着手し、昭和５１年から処理能力７，４００㎥/日で運転を開

始しています。 

現在の千歳市公共下水道事業計画では、予定処理面積３，４５２．２㏊と、当

初計画の２６倍に、また、予定処理人口も２．８倍の９２，８８０人に、終末処

理能力６４，２００㎥/日は運転開始時の８．７倍に達し、街の発展とともに事業

の拡大を行ってきました。  

さらに、終末処理場から発生する汚泥処理のため、平成１５年４月からスラッ

ジセンターを稼働しています。 

また、支笏湖温泉地区については、いままで区域内の終末処理場（支笏浄湖苑）

で処理をしていましたが、市街地の千歳処理区と統合を行い、支笏浄湖苑を汚水

中継ポンプ場に改修し、平成２９年４月から浄化センターで処理を行っています。 

現在、全市的な生活環境の向上を目的として、下水道区域以外についても、合

併処理浄化槽による個別排水処理施設整備事業により水洗化を進めています。 

平成２８年度末の下水道普及率は９８．３％、水洗化率は９９．９％の高水準と

なっています。 
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２．浄化センター 

 浄化センターは、生活排水や工場排水などを標準活性汚泥法により汚れを除去

して千歳川に放流する施設です。 

 下水道には分流式と合流式があり、降雨による雨水と家庭などの汚水を、別々

の管路で送る方式を「分流式下水道」といい、ひとつの管路で送る方式を「合流

式下水道」といいます。千歳市では、全体の約１割の約３６０㏊が合流式で整備

されており、大雨の際は放流基準に沿って３倍以上に希釈し川に放流しています

が、水質保全の面で好ましい状況ではないため、平成２４年３月から降雨初期に

発生する汚濁負荷の高い流入水（ファーストフラッシュ）を一時的に貯留した後

に処理をする施設である雨水滞水池を供用開始しています。 

 

 

≪施設概要≫ 

 下水排除方式：分流式（一部合流式） 

処理方式  ：標準活性汚泥法 

放流先   ：一級河川 千歳川 

 

 ※平成２９年度実績 ： 年間処理水量 ２０，４６０，９０１㎥ 

             日平均処理水量    ５６，０５７㎥ 
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